
①

②

③

・第２回神津島GP　石鯛・モロコ選手権大会出場申込の案内

　　　　　　　　　　 　　シード１名＋ホスト県枠１名＋副審判長（次年度ホスト県）枠１名＝４８名）に決定ほか

　・日釣連便りの件・・・・各連盟の持ちページを２ページ増やす（予算や各県負担金増も考えられる。継続審議）

　　　　　　　　　　　　　　　広告料の見直しも必要か?　また、印刷部数を１２００部として印刷代の見積書を徴収する。

１．報告事項（８月理事会）

２．第6回日釣連磯釣り魚拓大会実施要綱

日釣連関係報告

　・魚拓大会の件・・・・和歌山は６０名出して欲しい。

　・その他・・・・グレトーナメントの審判も選手と同じ参加費を出すのは如何なものか？（釣りもできないのに・・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口和幸さんが次年度シード権を獲得。

　・魚拓大会要綱配布・・・・６０名の割り当てあり。参加申込みは９月理事会で。（追加申込みは９月２０日までOK）

　　　　　　　　　　　　　　　  申込書はホームページにアップする。参加費の集金は１０月理事会。

・年間大物賞にアマゴを追加する継続審議の件について・・・県釣連の会員では釣人口も少ないので今回は見送り

・協賛【販売店様】：釣具のマルニシ、フィッシングマックス和歌山インター店、フィッシングチャンス、

　        和歌山フィッシングセンター、パワースポーツ紀北店

　　　和歌山グレFC、一石会、好釣会、和歌山連遊会、竿酔、和歌山がま磯会、チームグレ日和、夢翔会、有田熱釣会

・日時：平成21年8月2日（日）、場所：和歌浦周辺（和歌浦港一帯、田の浦港一帯、雑賀崎港一帯）

その他

近畿釣人の会　・イシダイ・イシガキダイ魚拓大会申込数の報告と集金
　　　　　　　　　　　　（和歌山県からは５クラブ１３名が参加）

　　　　　　　　　　・第７回オール関西グレ釣りトーナメント（AGT）大会について

　・日釣連グレトーナメント大会報告・・・・和歌山県から出場の妹尾豊彦さんが優勝！！また、お楽しみ釣り大会で、

平成２１年８月度　和歌山県釣連盟理事・役員会

　を回収した。

・次回までに原案を事業部で作成し９月理事会に提出してもらい検討する。

３．第1回クラブ対抗磯釣り大会の内容について

・日時：平成21年7月26日（日）晴れ、場所：和歌山北港魚釣り公園、参加者：２０９名（内、小・中学生は約１１５名）

・後援：モスバーガー共栄会関西支部（阪南・和歌山ブロック）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成２１年８月６日（木）午後７時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：ルミエール華月殿

１．第３回よいこの釣り大会報告と反省点について

・参加クラブ：１６クラブ（和歌山海友会、紀州グレ研、紀州つろう会、紀州荒磯会、礁友会、紀石四神会、有田磯凪会、

・日時：平成21年10月11日（日）

出席者：紀州グレ研（山戸東、服部）、有田磯凪会（宮井）、竿酔（妹尾・福永）、和歌山グレFC(森下）、一石会（柳田）、

　　　　　（山本）、紀石四神会（山添）

　　　 　  株式会社ペシエ、谷山商事株式会社　

・反省点：個人で釣った釣果か確認できないので、次回から親子の釣り大会とし親子の釣果で審査してはどうか？

　　　　　夢翔会（山下）、紀州つろう会（坂尻）、紀州荒磯会（伏見）、礁友会（芝野）、好釣会（西、道端）、和歌山連遊会

・協賛【メーカー様】：マルキュー株式会社、株式会社ボナンザ、株式会社がまかつ、株式会社ハヤブサ、

・参加者：１０６名

 　　　　  ヒロミ産業株式会社、株式会社オーナーばり、株式会社釣研、株式会社サンライン、株式会社クレハ、

２．第２３回海のクリーン作戦の報告

　・グレトーナメント会計報告・・・・京都府釣連盟の努力により予算内で無事終了した。

　・次年度トーナメントの実施要綱案が和歌山県釣連盟から提案

　　　　　　　【変更点】出場選手を８名増の４８名（各県７名づつの４２名＋前年度３位までのシード３名＋敗者復活

・当日は雨も心配されたが清掃作業中は雨も降らず無事終了した。ゴミがだんだん少なくなっている中、ゴミ袋２０袋

　　　　　　　　　　　　（７月の近畿釣人会会議で参加者追加枠の抽選があり和歌山は８名となった。したがって、

　　　　　　　　　　　　　予選８番目の宮井潔さんが出場できることになった。シードも含めると１０名が出場できる）

４．その他


	８月６日

